
和歌山市社会福祉協議会の組織図

≪議決機関≫
評  議  員  会

評議員････27名

組　織　構　成

・地区社会福祉協議会（42地区）
・民生委員・児童委員協議会（41民児協）
・自治会（42地区）
・ボランティア連絡協議会
・老人クラブ連合会（41地区）
・各種社会福祉団体
・各種社会福祉施設
・市福祉関係部局
・学識経験者

事　　務　　局
　　 　　

社会福祉法人　全国社会福祉協議会

社会福祉法人　和歌山県社会福祉協議会

社会福祉法人　和歌山市社会福祉協議会

≪監査機関≫
監　　事　　会　　

≪執行機関≫
理　　事　　会　　

監事････2名

各 種 委 員 会 

会　長････
 
1名

副会長････
 
3名

理　事････ 8名

地域福祉推進室総務管理室

訪問介護事業所

ボランティアセンター

地域福祉権利擁護センター

地域福祉班

生活支援班管理育成班

介護福祉班

総務班

　和歌山市においては、昭和27年、全国的に社会福祉協議会の組織づくりが活発化する中で、任意的団体として

「和歌山市社会福祉協議会」が結成されました。以来、住民主体の理念に基づいた福祉活動を心がけてきまし

た。

　しかし当時は、組織面においては社会福祉関係者のみが中心であり、活動面においても行政の補助機関的色彩

が強く、地域の要求に応じた住民主体の活動が充分であったとはいえませんでした。また、当時国の施策の進展

にもかかわらず、地域においてはまだまだ残された課題も多く、福祉制度や施設整備など、福祉充実に対する要

求も益々高まりをみせていました。

　そのため、住民の自主的な組織活動によりこれらの問題を解決するとともに、この組織機能を強化するため、

昭和42年4月に和歌山市社会福祉協議会の法人化（社会福祉法人）が図られました。

　「住み慣れた地域で、気心の知れた人たちと安心して暮らしていきたい。」

そんな誰もが持つ共通の願いを実現するために、和歌山市社協では地域住民や福祉関係機関・団体、またはボラ

ンティアに携わる方々の協力のもと、地域共生社会の実現に向けた取り組みを進めていきます。

福祉資金班


